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徳島県情報公開審査会答申第１９０号

第１ 審査会の結論

徳島県知事の決定は，妥当である。

第２ 諮問事案の概要

１ 公文書公開請求

平成２９年１月３１日，審査請求人は，徳島県情報公開条例（平成１３年徳島県条

例第１号。以下「条例」という ）第６条第１項の規定に基づき，徳島県知事（以下。

「実施機関」という ）に対し「○○（保安林内の敷地使用に対する契約書及び関係。

書類） 那賀林務」についての公文書公開請求（以下「本件請求」という ）を行っ。

た。

２ 実施機関の決定

平成２９年２月１０日，実施機関は，本件請求に係る公文書については 「当該請，

求に係る文書を所有しておらず，文書が不存在である」ことを理由とする公文書公開

請求拒否決定処分（以下「本件処分」という ）を行い，審査請求人に通知した。。

３ 審査請求

平成２９年２月１４日 審査請求人は 本件処分を不服として 行政不服審査法 平， ， ， （

成２６年法律第６８号）第２条の規定に基づき，実施機関に対して，審査請求を行っ

た。

４ 諮問

平成２９年９月１１日，実施機関は，徳島県情報公開審査会（以下「当審査会」と

いう ）に対して，当該審査請求につき諮問（以下「本件事案」という ）を行った。。 。

第３ 審査請求人の主張要旨

１ 審査請求の趣旨

あきらかに違法であり速やかな開示を求める。

２ 審査請求の理由

審査請求人から提出された審査請求書によると，審査請求の理由は，概ね次のとお

りである。

県は，保安林を管理する立場でがありながら，本来あるべき書類を隠しているのは

可笑しい。

第４ 実施機関の説明要旨
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実施機関から提出された弁明書及び当審査会における口頭理由説明によると，本件

処分の理由は，概ね次のとおりである。

審査請求人は 「○○敷地に存する保安林の使用に対する契約書及び関係書類」に，

ついて，公文書公開請求を行った。

保安林は，公共の目的を達成するために必要がある森林について，森林法（昭和２

６年法律第２４９号（以下「法」という ）第２５条又は第２５条の２の規定に基づ。）

き，農林水産大臣又は都道府県知事が指定しており，立木の伐採や土地の形質変更等

にあたっては，同法第３４条の規定に基づき，事前に都道府県知事の許可を受ける必

要がある。

県では，農林水産大臣との調整等を森林整備課が行い，○○敷地が存する阿南市を

含み，那賀郡及び海部郡における立木の伐採や土地の形質変更等の許可申請の審査等

， （ ）（ 「 （ ）」の事務については 県南部総合県民局産業交流部 美波 以下 産業交流部 美波

という ）が担当している。産業交流部（美波）においては，保安林といえども所有。

者の財産として管理するものであり，敷地の所有者と使用者との間の権利関係に関与

， ，するものではないので 保有林内の敷地使用に対する契約書及び関係書類については

保有しておらず，本件処分を行ったものである。

なお，上記の許可申請について，所有者以外の者からの申請であったとしても，所

有者からの同意が確認できる文書があれば，契約書の添付の必要はない。

第５ 審査会の判断

当審査会は，本件事案について審査した結果，次のとおり判断する。

１ 本件請求に係る公文書について

本件請求に係る公文書は，株式会社○○（以下「本件法人」という ）の保安林内。

， （ ） 。の敷地使用に係る契約関係書類であって 産業交流部 美波 が保有するものである

２ 本件処分の妥当性について

保安林とは，国又は都道府県において，水源のかん養や災害の防止等の公益上重要

な役割を持つ森林を保安林に指定し，その公益的機能を維持するため，一定の制限を

加えたり，機能強化を図るものである。都道府県では，保安林の指定・解除，立木の

伐採や土地の形質変更等の行為制限に関する事務等を行っており，本県においては，

森林整備課及び各総合県民局が所管している。

実施機関の説明によると，産業交流部（美波）は，本件法人の敷地が存する阿南市

における立木の伐採や土地の形質変更等の行為の許可申請に対する審査等の事務を所

管しており，敷地の所有者と使用者との間の権利関係に関与するものではないとのこ

とである。

したがって，県には保安林内の敷地使用の契約書や関係書類は保有していないとす

る実施機関の説明について，特段不合理な点はない。

よって，実施機関が行った本件処分は，妥当であると認められる。
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３ 結論

当審査会は，本件事案を厳正かつ客観的に検討した結果，冒頭の「第１ 審査会の

結論」のとおり判断する。

第６ 審査会の処理経過

本件事案に係る当審査会の処理経過は，次のとおりである。

年 月 日 内 容

平成２９年 ９月１１日 諮問

平成３１年 ２月１９日 審議（第１６０回審査会）

３月２０日 実施機関からの口頭理由説明，審議（第１６１回

審査会）

４月２５日 審議（第１６２回審査会）
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